
（別紙３）

～ 2026年　6月　19日

（対象者数） 19 （回答者数） 14

～ 2026年　6月　19日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
活動の様子などを写真や動画でとり、より分かりやすく紹介
できるようにしていく。

2 グループ施設全体でスキルアップをしていきたい。

3
子どもたちがより分かりやすく、取り組みやすくするために
積極的にITを活用していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 地域のイベントに参加をして交流を増やしていきたい。

2
家族参加イベント以外でも⾧期休み等に保護者同士が関わる
機会を増やしていきたい。
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○事業所名 放課後等デイサービス　ギフトラーニング上和田

○保護者評価実施期間 2026年　6月　12日

○保護者評価有効回答数

2026年　6月　12日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　6月　30日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域との交流が少ない 交流ができるイベント等の情報を知らない。

保護者同士の交流がない 保護者同士の交流する機会が少ない。

SNSやHUGなどで療育の様子を発信していること
インスタグラムはできるだけ毎日発信をしている。

HUGの連絡帳にできるだけ写真を載せて子ども達の様子が分
かるようにしている。

グループ施設があり情報共有ができる。
困ったことなど他施設に相談ができ、ミーティング等合同で行

うことでスタッフ間のコミュニケーションの場をもてる。

タッチパネルのディスプレイが導入され、視覚的に分かりやす
く掲示ができる。

作り方ややり方を動画等で示せるので、視覚的にも分かりやす
く説明ができる。

タイマーとして利用も出来ている。

事業所における自己評価総括表公表


